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専門分野・研究分野

早産児の成長・発達を支援するケア

　正期産児とは、在胎週数37～42週未満で出生した児のことであり、早産児
とは、在胎週数 37 週未満で出生した児のことです。在胎週数が浅いほど、体
温調節や呼吸、消化機能など、からだの多くの機能の未熟性が高くなるため、
わずかな刺激であっても児の命に関わる状況を招く恐れがあります。そのた
め、NICUでは、治療を行うとともに、早産児の成長・発達に配慮した環境を
整えることと、適切なケアの提供を行っています。看護師は、常に早産児に適
した刺激になるように考えながら、ひとりひとりの成長・発達に合わせたケ
アを行っています。早産児の成長・発達を支援するため、個別性のあるケアの
実践に必要な知識や技術を共有し、NICUのすべての看護師が適切なケアが
できる環境を整えることが重要だと思います。このように看護師が適切なケ
アができる環境を整えることで、早産児に安全かつ統一したケアを実践でき
るため、家族の安心感につながります。そこで、早産児の能力を支えることが
できるように、NICUで過ごす早産児の成長・発達を支援するケアについて
研究を行っています。

研究内容

NICU看護師のケア技術

　NICUでは早産児の発達段階や状態に合わせて環境やケアを調整し、児が
不快と感じる刺激を最小限に抑えながら成長・発達を支援することを大切に
しています。具体的には、NICU内の照明や騒音を調整し、温かい環境を確保
して睡眠を促すこと、感染から守ること、痛みや不快の程度を観察しながら
ケアを行うこと、安心感を与えるポジショニングやホールディングを行うこ
となどが挙げられます。早産児の身体的・精神的に大きな負担を与えるケア
を行う際は、過度な刺激を受けることで引き起こす経皮的動脈血酸素飽和度
低下や徐脈を回避できるように早産児の反応を観察し、手で児を包み込む
ホールディングや子宮内で過ごしていたような姿勢に戻れるポジジョニン
グを行っています。ポジショニングは、早産児の苦痛や不快を軽減させる重
要なケアの一つであり、解剖生理的な知識と細かな観察力が求められます。
早産児は、身体のわずかな動きなどを通じて、看護師に様々なメッセージで
ある反応を送っており、看護師はその反応を観察・評価し、早産児に適したケ
アを行っています。看護師は常に自分の思いを言葉で伝えることができない
早産児の反応を観察・評価し、ポジショニングを含めたあらゆるケアを安全
に行えるように日々努力しています。そこで、看護師が早産児に行うケア技
術の向上につながる研究を行っていきたいと思います。
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